
 
 

 

  

あじさいの花が色づき始め、梅雨の気配を感じる時期となりました。 

 子どもたちからは、運動会や校外学習などの話を聞くことも多く、 

在籍校で頑張っている様子が伝わってきます。 

 雨の日が多かったり、蒸し暑い日が続いたり、体調も崩しやすい時期です。ことばときこ

えの教室でも、水分補給を心がけ元気に活動できるように努めてまいります。 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 ＜６月の予定＞   

１日（月）～ ３０日（火）  教室公開期間 

１５日（月）          ひまわりグループ  １５：００～１６：１５ 

１６日（火）          イナズマグループ① １５：００～１６：１５ 

１７日（水）          かなりあグループ  １３：３０～１４：４５ 

  １８日（木）          イナズマグループ② １３：３０～１４：４５ 

  １９日（金）          きこえグループ    ８：４５～１０：００ 

※グループ活動の詳細は担当者より個別にお伝えいたします。 

 

 ＜７月の予定＞ 

   ６日（月）        特別支援教育相談委員会［入級相談］ 

（午前の指導はありません） 

   ７日（火）        １学期 指導終了 

   ８日（水）～１０日（金） 指導振替週間 

  ※振替について、指導回数が少ない場合などに、担当者よりお声がけすることがあり

ます。 

 ことばときこえの教室だより 
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「ことばときこえの教室」 入級の手続きについて 

入級の申し込みは随時受け付けていますが、学期に１回金富小で開催される特別支援教育委

員会により審議、決定されます。金富小学校での検査や面談等の日程調整があるため、開催日

の１か月前には文京区の特別支援教育担当（TEL 5803-1298）にご一報いただき、資料は開催

日の３週間前までにご提出ください。２学期からの入級をご希望の場合は、６月１５日（月）

が書類提出の締め切りです。ご不明な点は、ことばときこえの教室へご連絡ください。 

 

教室公開について 
６月は、在籍学級担任の先生方向けに指導を公開しています。原則、通級している児童の指

導時間帯で参観をしていただくことができます。普段、なかなか見る機会がない通級での児童

の頑張る姿を、ぜひご覧いただけたらと思います。ご希望の場合は、指導担当者までお電話で

お知らせください。 



水泳指導でのきこえの配慮について 

 水泳指導場面では、普段の教室環境よりも聞き取りが難しくなる場面が

あります。そのため、難聴のある児童に対しては、安心安全な環境で水泳

に参加できるよう、以下のような配慮が必要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難聴のある児童が水泳に安心して参加できるよう、ご理解とご協力をお願いします。 

 

課題別グループ活動について 

ことばときこえの教室では、個別指導に加えて、同じような課題や悩みをもつ児童同士による

「課題別グループ活動」を行っています。課題別グループ活動は、他の児童との交流を通して、「自

分だけではない」と安心感を得られたり、自己理解につながったりすることを目標にしています。 

今学期は、６月１５日（月）～１９日（金）で課題別グループ週間を予定します。 

ぜひご参加ください。 

聞こえにくくなる要因 合理的配慮の例 

水の音 

水しぶきや泳ぐ音で声が聞き取り

にくくなります。 

距離 

指導者との距離があると、指示が

聞き取りにくくなります。 

反響 

広い空間や硬い床に反射すること

で、音が乱反射して広がるように

聞こえます。 

口元が見えにくい 

ゴーグルの着用により、口の動き

や表情などの視覚情報が得にくく

なります。 

並ぶ位置 

指示を出す先生や周囲の児童の様子が

見えるよう、前から２・３列目がよいです。 

視覚提示 

ホワイトボードの活用、ジェスチャー、旗の使

用など、目で見て分かる指示が有効です。 

個別に確認 

大事な指示や注意事項は、必要に応じて事前

に確認すると、児童が安心して参加できます。 

補聴器・人工内耳の管理 

水泳指導時の取り扱いや保管方法につい

て、本人や保護者と事前に確認し、安全に管

理できるようにするとよいです。 

 

児童本人ができる工夫 

「近くで 

話してください」 

「もう一度 

教えてください」 

必要な配慮や困り感を伝える 

近くにいる先生や友達に、困っていることを自分のことばで相手

に伝える経験を積み重ねていくことも大切です。 

かなりあ 
（発音グループ） 

発音を意識しながら、

発表したり楽しくやり

とりしたりする活動を

行います。 

おだんご 
（きこえグループ） 

自分の聞こえ方やコミュ

ニケーションの工夫につ

いて考えたり伝え合った

りする活動を行います。 

ひまわり 
（吃音グループ） 

安心して話せる経験を

積み重ね、吃音の理解

や自己表現につなげる

活動を行います。 

イナズマ 
（言語発達グループ） 

互いに相談したり協力

したりしながら、ことば

の力を育てる活動を行

います。 


